
1　田
た

や畑
はたけ

で働
はたら

く人
ひとびと

々の仕
し

事
ごと

 （１）米
こめ

を作
つく

る仕
し

事
ごと

　

　　　米
こめ

作
づく

りは，昔
むかし

から川
かわ

にそった平
たい

らな土
と ち

地でさかんに行
おこな

われていました。福
ふく

山
やま

市
し

では
御
み

幸
ゆき

・瀬
せ と

戸・駅
えき

家
や

・加
か も

茂・芦
あし

田
だ

・新
しんいち

市・神
かんなべ

辺などに米
こめ

作
づく

りをする広
ひろ

い田
た

があります。
しかし，昔

むかし

からくらべると，農
のうぎょう

業をする家
いえ

は，だんだん少
すく

なくなってきています。
　　　米

こめづく

作りの作
さ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

は，田
た う

植え機
き

や稲
いね

刈
かり

り機
き

，コンバインなどの機
き

械
かい

をたくさん使
つか

うようになり，昔
むかし

とくらべて 短
みじか

くなりました。そのため，農
のうぎょう

業をする人
ひと

の中
なか

でも，工
こう

場
じょう

や会
かいしゃ

社などにつとめながら農
のうぎょう

業をする人
ひと

も多
おお

くなりました。

 

 （２）やさいを作
つく

る仕
し

事
ごと

　　　福
ふく

山
やま

市
し

では，川
かわぐち

口・新
しんがい

涯・曙
あけぼの

・山
やま

手
て

でくわい，箕
みのしま

島でほうれんそう，新
しんいち

市でアスパ
ラガスなどのやさいがさかんに作

つく

られています。これらのやさいは，福
ふく

山
やま

市
し

だけでな
く，ほかの市

いち

場
ば

にも送
おく

られています。また，冬
ふゆ

でもビニールハウスの中
なか

をあたためて，
きゅうり・トマト・イチゴの早

はやづく

作りをしている農
のう

家
か

もあります。

農
のうぎょう

業をする家
いえ

のうつりかわり【統
とうけい
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　ここでは，福
ふく

山
やま

市
し

の人
ひとびと

々の「ものを作
つく

る仕
し

事
ごと

」や「ものを売
う

る仕
し

事
ごと

」のこ

とについて学
まな

びます。人
ひとびと

々の仕
し

事
ごと

の様
よう

子
す

から，仕
し

事
ごと

とくらし，ほかの地
ち

域
いき

と

のつながりを調
しら

べたり，働
はたら

く人
ひと

の工
く

夫
ふう

について考
かんが

えたりしてみましょう。

Ⅱ　産
さ ん

  業
ぎょう



ふるさと豆知識

　ア　くわい作
づく

り

　　　おせち料
りょう

理
り

に使
つか

われるくわいは，中
ちゅうごく

国が
原
げ ん さ ん ち

産地です。福
ふくやま

山では，１９０１年
ねん

（明
めい

治
じ

３４年
ねん

）頃
ごろ

から，福
ふく

山
やまじょう

城の堀
ほり

で栽
さいばい

培されたの
が始

はじ

まりで，その後
ご

，川
かわぐち

口，新
しんがい

涯， 曙
あけぼの

辺
あた

り
でたくさん作

つく

られるようになりました。　
　　　１９９５年

ねん

（平
へいせい

成７年
ねん

）には，広
ひろしまけん

島県は，
埼
さいたまけん

玉県を抜
ぬ

いて生
せい

産
さん

量
りょう

日
に

本
ほん

一
いち

になりました。
現
げんざい

在では，全
ぜんこく

国の約
やく

半
はんぶん

分を福
ふくやま

山市
し

内
ない

で生
せいさん

産し，
日
に

本
ほん

各
かく

地
ち

へ出
しゅっ

荷
か

しています。
　　　主

おも

には，川
かわぐち

口，新
しんがい

涯， 曙
あけぼの

 周
しゅうへん

辺で作
つく

られてきましたが，今
いま

では御
み

幸
ゆき

，山
やま

手
て

，郷
ごうぶん

分，
芦
あし

田
だ

でも作
つく

られています。たくさんの水
みず

が必
ひつよう

要で，気
き

温
おん

が高
たか

く，粘
ね ん ど し つ

土質の柔
やわ

らかな土
つち

の水
すいでん

田を好
この

みます。

　２０１２年
ねん

（平
へいせい

成２４年
ねん

）に，くわいを

素
す

揚
あ

げしたスナック菓
が し

子「くわいっこ」が

開
かいはつ

発されました。

　福
ふくやま

山の特
とく

産
さんひん

品として

販
はんばい

売され人
にん

気
き

がありま

す。

くわいっこ

〔くわい〕

〔７月
がつ

～８月
がつ

〕〔６月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬 ～下
げ

旬
じゅん

〕

〔１１月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬 ～１２月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬〕

葉
は

が出
で

た後
あと

，水
みず

の量
りょう

を増
ふ

やします。種
たね

いもを水
すいでん

田に植
う

え付
つ

けます。

水
すいあつ

圧ポンプを使
つか

い，水
みず

の強
つよ

い勢
いきお

いでく
わいを掘

ほ

り出
だ

します。

くわい作
づく

りの１年
ねん

－ 61 －－ 60 －

　 ６ ７ ｐ の マ ッ プ で，

場
ば し ょ

所を確
かくにん

認してみよう！

　冷
つめ

たい水
みず

の中
なか

での作
さぎょう

業は

とても大
たいへん

変そうだね。
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　イ　アスパラガス作
づく

り

　　　１９７９年
ねん

（昭
しょうわ

和５４年
ねん

），新
しんいち

市の農
のう

家
か

やＪＡの人
ひと

たちが，地
ち

域
いき

の特
とくさんぶつ

産物には何
なに

がいいか，他
ほか

の町
まち

を見
けんがく

学しながら話
はな

し合
あ

いを重
かさ

ねました。日
ひ あ

当たりや風
かぜ

通
とお

しがよ
く，水

みず

が豊
ほう

富
ふ

で水
みず

はけがよい新
しんいち

市で作
つく

る
のに向

む

いているもの，続
つづ

けて作
つく

れるもの，
売
う

れるものなどの条
じょう

件
けん

からアスパラガス
を特

とくさんぶつ

産物として作
つく

ることにしました。
　　　アスパラガスは，すずしくて，柔

やわ

ら
かく栄

えいよう

養をたくさん含
ふく

み，風
かぜとお

通しや水
みず

は
けのよい畑

はたけ

を好
この

み，主
おも

に，新
しんいち

市や神
かんなべ

辺で
栽
さいばい

培されています。
　　　ビニールハウス栽

さいばい

培と露
ろ じ

地栽
さいばい

培（屋
や ね

根
などのおおいをしない作

さくもつ

物の作
つく

り方
かた

）の
両

りょう

方
ほう

を行
おこな

っています。

　　　アスパラガスは，夏
なつ

には１日
にち

に１０㎝以
いじょう

上
伸
の

びるため，毎
まいにち

日２～３回
かい

収
しゅうかく

穫します。収
しゅうかく

穫
後
ご

は，選
せん

果
か

場
じょう

で選
せんべつ

別され，共
きょうどう

同で出
しゅっか

荷されま
す。他

た

県
けん

（佐
さ が

賀・長
ながさき

崎・長
な が の

野）や広
ひろしまけんない

島県内の
他
た

市
し

（三
み よ し

次・庄
しょうばら

原・府
ふちゅう

中）でもたくさん生
せいさん

産
されており，それらの地

ち

域
いき

に負
ま

けないように，
様
さまざま

々な工
く

夫
ふう

をしています。

〔アスパラガス〕

〔アスパラガスのビニールハウス〕

〔選
せん

果
か

場
じょう

〕
－ 62 －

　どうして，露
ろ じ

地栽
さいばい

培と

ハウス栽
さいばい

培の両
りょうほう

方をして

いるのかな？



　（３）くだものを作
つく

る仕
し

事
ごと

　　　日
ひ

あたりのよい山
やま

の斜
しゃめん

面を使
つか

って，沼
ぬまくま

隈・瀬
せ と

戸・熊
くま

野
の

・赤
あかさか

坂・駅
えき

家
や

でぶどうが作
つく

られています。引
ひき

野
の

ではすもも，本
ほんごう

郷・金
かな

江
え

・蔵
ざ

王
おう

では柿
かき

，田
た

尻
じり

ではあんず，川
かわぐち

口・
新
しんがい

涯ではいちじく，神
かんなべ

辺ではももが作
つく

られています。これらのくだものは，「福
ふくやま

山地
ち

方
ほう

おろし売
う

り市
いち

場
ば

」などに送
おく

られます。

　ぶどう作
づく

り

　　　福
ふくやま

山でのぶどう作
づく

りは，１９５１年
ねん

（昭
しょう

和
わ

２６年
ねん

）ごろに，「マスカット・ベリーＡ」を作
つく

り始
はじ

めたことがきっかけです。その後
ご

，研
けんきゅう

究を
重
かさ

ね，「ニューベリーＡ」を開
かいはつ

発し，生
せいさん

産・販
はんばい

売
をはじめました。

　　　ぶどう作
づく

りは，急
きゅう

な斜
しゃめん

面での作
さ

業
ぎょう

や大
おお

きな機
き

械
かい

を使
つか

うことが難
むずか

しいことから重
じゅうろうどう

労働でした。
　　　沼

ぬまくま

隈では，１９８８年
ねん

( 昭
しょう

和
わ

６３
年
ねん

) から１０年
ねんかん

間かけて，ぶどう園
えん

を
整
せい

備
び

し，現
げんざい

在では，昔
むかし

にくらべ大
たいへん

変作
さ

業
ぎょう

しやすくなりました。
　　　ぶどうは，南

みなみ

向
む

きの斜
しゃめん

面で，やわら
かく，水

みず

はけのよい土
つち

を好
この

みます。ま
た，雨

あめ

の量
りょう

が少
すく

なく，１日
にち

の温
おん

度
ど

差
さ

が
大
おお

きいほど色
いろ

がよく付
つ

き，あまさが増
ま

します。　

 
　ぶどう作

づく

りは，ビニールハウス栽
さいばい

培
とビニール製

せい

の屋
や ね

根をかけたトンネル
栽
さいばい

培で行
おこな

われています。冬
ふゆ

の間
あいだ

も，い
らない枝

えだ

を切
き

る作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

い，ハウスも
のは６月

がつ

上
じょうじゅん

旬から８月
がつ

下
げ

旬
じゅん

まで，トンネルものは８月
がつ

下
げ

旬
じゅん

から１０月
がつ

上
じょうじゅん

旬まで収
しゅうかく

穫
できます。また，年

ねんかん

間１０回
かい

くらい機
き

械
かい

を使
つか

って病
びょう

気
き

や害
がいちゅう

虫の被
ひ

害
がい

を予
よ ぼ う

防するために
農
のうやく

薬をまきます。

〔ニューベリーＡ〕

〔急
きゅう

な斜
しゃめん

面のぶどう畑
ばたけ

〕

〔整
せい

備
び

されたぶどう畑
ばたけ

〕
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　ぶどう畑
ばたけ

を整
せい

備
び

したら，作
さ

業
ぎょう

がどのように変
か

わったのか

な？
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　（４）その他
た

の農
のうさんぶつ

産物を作
つく

る仕
し

事
ごと

　　　新
しんいち

市や駅
えき

家
や

では，いろいろな種
しゅるい

類のきくがたくさん作
つく

られ，日
に

本
ほん

各
かく

地
ち

に送
おく

られてい
ます。また，熊

くま

野
の

や本
ほんごう

郷・藤
ふじ

江
え

では，いぐさが植
う

えられ，畳
たたみおもて

表が作
つく

られています。

１２月
が つ

せん定
て い

（いらない枝
え だ

を切
き

る）

１月
が つ

ビニールハウスにビニールを張
は

り暖
だ ん ぼ う

房を入
い

れる

２月
が つ

～４月
が つ

芽
め

が出
で

る

４月
が つ

～６月
が つ

上
じょうじゅん

旬 ジベレリン処
し ょ

理
り

（種
た ね

を実
み の

らせなくするホルモン剤
ざ い

につける）

５月
が つ

～６月
が つ

下
げ

旬
じゅん 摘

てきりゅう

粒（余
よ

分
ぶ ん

な粒
つ ぶ

を摘
つ

み取
と

る）作
さ

業
ぎょう

５回
か い

くらい行
おこな

い１房
ふ さ

約
や く

５００ｇにする　　　

６月
が つ

上
じ ょ う じ ゅ ん

旬

　～１０月
が つ

上
じょうじゅん

旬 

ハウスもの…６月
が つ

上
じょうじゅん

旬～お盆
ぼ ん

に収
しゅう

穫
か く

トンネルもの…８月
が つ

下
げ じ ゅ ん

旬～１０月
が つ

上
じょうじゅん

旬に収
しゅう

穫
か く

６月
が つ

～１０月
が つ

収
しゅうかく

穫（朝
あ さ

）→選
せ ん

果
か

場
じょう

に運
は こ

ぶ→選
せ ん

果
か

→出
しゅっ

荷
か

年
ね ん か ん

間を通
と お

して １０回
か い

くらい機
き

械
か い

を使
つ か

って農
の う や く

薬をまく

〔ぶどう作
づく

りの一
いちねん

年〕

〔いぐさの栽
さいばい

培〕

〔福
ふく

山
やま

地
ち

方
ほう

おろし売
う

り市
いち

場
ば

〕

〔柿
かき

の選
せん

果
か

場
じょう

（本
ほんごう

郷）〕

ふるさと豆知識

　２０１０年
ねん

（平
へいせい

成２２年
ねん

）に北
ほっかいどう

海道に世
せ

界
かい

各
かっ

国
こく

の首
しゅのう

脳が集
あつ

まって開
ひら

かれた洞
とう

爺
や

湖
こ

サミットで，沼
ぬまくまさん

隈産のぶどう「ゴルビー・

ピオーネ・安
あ き

芸クイーン」が２５００人
にん

の外
がいこく

国からの報
ほうどう

道関
かんけいしゃ

係者の食
しょく

事
じ

に出
だ

され，

福
ふくやま

山の味
あじ

を世
せ

界
かい

に発
はっしん

信しました。

沼
ぬまくまさん

隈産ぶどうの世
せ

界
かい

デビュー

－ 64 －



2　海
うみ

辺
べ

で働
はたら

く人
ひとびと

々の仕
し

事
ごと

　　　 走
はしり

島
じま

，鞆
とも

，田
た

尻
じり

，水
み

呑
のみ

， 沼
ぬまくま

隈，内
うつ

海
み

，松
まつなが

永の海
うみ

では，昔
むかし

からいろいろなしゅるい
の魚

さかな

がとれていました。走
はしりじま

島 周
しゅう

辺
へん

では，カタクチイワシの稚
ち ぎ ょ

魚（シラス）がとれ，
チリメンイリコにしています。福

ふくやま

山沖
おき

合
あ

いでは，ネブト，ワタリガニ，シャコなどが
とれます。また， 走

はしり

島
じま

，田
た

尻
じり

，内
うつ

海
み

では，のりの養
よう

しょくが行
おこな

われています。
　　　しかし，海

うみ

のうめたてにより，魚
さかな

の住
す

む場
ば

所
しょ

が少
すく

なくなったことや，工
こうじょう

場や町
まち

から
出
で

る排
はいすい

水で海
うみ

がよごれたことなどから，魚
さかな

の数
かず

が少
すく

なくなっため，漁
ぎょぎょう

業の仕
し

事
ごと

だけで
はくらしにくくなり，漁

ぎょぎょう

業をやめる人
ひと

もいます。そこで，小
ちい

さな魚
さかな

を放
ほうりゅう

流したり，魚
さかな

のすみかを作
つく

ったりして魚
さかな

をふやそうとしています。

〔鞆
とも

の魚
さかな

の干
ひ

物
もの

作
づく

り〕

漁
ぎょぎょう

業をする家
いえ

のうつりかわり【統
とうけい

計ふくやま 2016 年
ねんばん

版】

〔鞆
とも

の港
みなと

〕
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ふるさと豆知識

　江
え ど

戸時
じ

代
だい

から明
め い じ

治時
じ

代
だい

にかけて，鞆
とも

では「しば

りあみ」という長
なが

いあみを使
つか

った漁
ぎょほう

法でマダイが

とられていました。マダイが減
へ

ったことで，昭
しょうわ

和

３０年
ねん

代
だい

から漁
りょう

は行
おこな

われなくなりました。

　現
げんざい

在は，１９２３年
ねん

（大
たいしょう

正１２年
ねん

）から行
おこな

われ

ている，観
かんこうきゃく

光客に当
とう

時
じ

の漁
ぎょほう

法でマダイをとる様
よう

子
す

を見
み

せる観
かんこう

光鯛
たいあみ

網で，当
とう

時
じ

の様
よう

子
す

を知
し

ることがで

きます。

　福
ふくやま

山には，鯛
たい

めし，鯛
たい

うずみなどの郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

もあります。

鞆
とも

のたいしばりあみ漁
りょう

〔走
はしりじまおき

島沖のカタクチイワシ漁
りょう

〕

〔内
うつ

海
み

ののりの養
よう

しょくと加
か

工
こう

場
じょう

〕

〔内
うつ

海
み

の港
みなと

〕

〔観
かんこう

光鯛
たいあみ

網〕

－ 66 －



ふるさと豆知識

　このマークを見
み

たことがありますか？チッチが描
えが

かれた「ふくやま生
う

まれ」

のマークは，福
ふく

山
やま

市
し

で作
つく

られた農
のうりん

林水
すいさんぶつ

産物やそれらを使
つか

った加
か

工
こう

食
しょくひん

品につけ

られています。主
おも

に産
さん

直
ちょく

市
いち

やスーパーマーケットの産
さんちょく

直コーナーに並
なら

べられています。

ふくやま生
う

まれ

－ 67 －－ 66 －

　福
ふくやま

山で作
つく

られたり，とられたりしている農
のうさんぶつ

産物や

水
すいさんぶつ

産物だよ。たくさんあるね！

自 

然
・
環 

境

産　
　
　

業

歴 

史
・
伝 

統

先　
　
　

人

今
・
未 

来



３　店
みせ

で働
はたら

く人
ひとびと

々の仕
し

事
ごと

 （１）1 週
しゅうかん

間の買
か

い物
もの

しらべ

どの店
みせ

で どんな品
しなもの

物を

－ 68 －

　自
じ

分
ぶん

の家
いえ

では，どの店
みせ

で，どんな

品
しなもの

物を買
か

っているか調
しら

べよう！

家
いえ

の人
ひと

がよく買
か　　もの

い物に行
い

く店
みせ

を，白
はく

地
ち

図
ず

にあらわして，

買
か

い物
もの

地
ち ず

図を作
つく

ってみよう！

どの店
みせ

で，どんな品
しなもの

物を買
か

っているか，地
ち ず

図やグラフに

まとめてみよう！　

気
き

がついたことを話
は な 　 あ

し合ってみよう！

◎

◎

◎



 （２）スーパーマーケット調
しら

べ

　　　スーパーマーケットでは，品
しなもの

物が目
め

につきやすく，えらびやすいように，ならべ方
かた

やおき方
かた

を工
く

夫
ふう

しています。また，買
か

いたい品
しなもの

物がどこにあるのか，ひと目
め

でわかる
ように，店

てんない

内に売
う

り場
ば

案
あんない

内を出
だ

したり，安
やす

い品
しなもの

物がよくわかるように，めだつねふだ
をつけたりしています。

　　　また，店
みせ

が目
め

につきやすいようにかんばんを出
だ

したり，車
くるま

で来
く

る人
ひと

のために，広
ひろ

い
駐

ちゅう

車
しゃ

場
じょう

をつくったりしています。ちらしを出
だ

して売
う

り出
だ

したり，閉
へいてん

店時
じ

間
かん

をおそくし
て，いつでも買

か

い物
もの

ができるようにしたりして，工
く

夫
ふう

しています。

〔駐
ちゅうしゃじょう

車場のある店
みせ

〕

調
しら

べること 調
しら

べ方
かた

－ 69 －－ 68 －

　自
じ

分
ぶん

たちの町
まち

にあるスーパーマーケットでは，どんな工
く

夫
ふう

がされ

ているか調
しら

べてみよう！

自 

然
・
環 

境

産　
　
　

業

歴 

史
・
伝 

統

先　
　
　

人

今
・
未 

来



 （３）商
しょうてんがい

店街調
しら

べ

　　　福
ふく

山
やま

市
し

には，駅
えきまえ

前や本
ほん

通
どお

りを中
ちゅうしん

心に，店
みせ

がたく
さん集

あつ

まっている商
しょうてんがい

店街があります。商
しょうてんがい

店街には，
それぞれ一

ひと

つの種
しゅるい

類の品
しなもの

物をあつかう専
せんもんてん

門店がた
くさんあります。カラーほそうをしたり，車

くるま

が入
はい

るのを禁
きん

止
し

したりして，買
か

い物
もの

がしやすいように
しています。

 （４）福
ふく

山
やま

市
し

の商
しょうてん

店

　　　福
ふく

山
やま

市
し

には，およそ６４００の店
みせ

があります。
　　　店

みせ

がたくさんあつまっているところは，福
ふくやまえきまえ

山駅前や本
ほん

通
どお

り・久
ひさまつ

松通
どお

りなどの商
しょうてんがい

店街
や大

おお

きな道
どう

路
ろ

にそったところです。製
せいてつしょ

鉄所が福
ふくやま

山にできて４０年
ねん

あまりの間
あいだ

に，伊
い

勢
せ

丘
がおか

や大
だいもん

門・蔵
ざ

王
おう

には，たくさんの住
じゅうたく

宅団
だ ん ち

地ができ，スーパーマーケットや専
せんもんてん

門店など
の店

みせ

ができました。また，福
ふくやま

山の町
まち

が広
ひろ

がるにつれて，大
おおがた

型のスーパーマーケットを
中

ちゅう

心
しん

としてレストランや洋
ようふく

服の店
みせ

などいろいろな種
しゅるい

類の店
みせ

が集
あつ

まった場
ば

所
しょ

がいくつも
できました。

　　　近
ちか

ごろではコンビニエンスストアなど２４時
じ

間
かん

買
か

い物
もの

ができる店
みせ

も増
ふ

えてきました。
　　　お店

みせ

からはなれたところでは，自
じ

動
どう

車
しゃ

に魚
さかな

や野
や

菜
さい

をつんで，家
いえ

の前
まえ

まで売
う

りにきて
くれる行

ぎょうしょう

商をしている人
ひと

もいます。

〔オープンモール〕

スーパーマーケット 商
しょう

店
てん

街
がい

－ 70 －

　スーパーマーケットと商
しょうてんがい

店 街

を見
けんがく

学して，ちがいを比
くら

べてま

とめてみよう！

（品
しなもの

物の種
しゅるい

類，店
みせ

の大
おお

きさ，工
く

夫
ふう

していることなど）

　家
いえ

の人
ひと

は，買
か

い物
もの

を

するときにどんなこ

とに気
き

をつけている

のか聞
き

いてみよう！

家
いえ

の人
ひと

から聞
き

いたこと



国道182号
こくどう ごう

松永のスーパーマーケット
まつなが

ごう

ごう

ごう

ごう

－ 71 －－ 70 －

〔商
しょうてん

店のあるところ〕
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どこから どんな方
ほうほう

法で どうして

－ 72 －

福
ふくやま

山のお店
みせ

には，どこから買
か

い物
もの

に来
く

る人
ひと

がいるのか調
しら

べてみよう！

お店
みせ

の品
しなもの

物は，どこからとどけられているのか調
しら

べてみよう！



４　工
こうじょう

場で働
はたら

く人
ひとびと

々の仕
し

事
ごと

　　　福
ふくやま

山は，工
こうぎょう

業のさかんな市
し

です。鉄
てつ

をつくる大
おお

きな工
こうじょう

場や，服
ふく

や織
おりもの

物などのせんい，
機
き

械
かい

の小
ちい

さなぶひん，食
しょくりょうひん

料品の工
こうじょう

場など，働
はたら

く人
ひと

が少
すく

ない工
こうじょう

場もあります。

 （１）せんい工
こうじょう

場

　　　市
し

の北
ほく

部
ぶ

の芦
あし

田
だ

は，今
いま

から１４０年
ねん

ほど
前
まえ

に，「備
びん

後
ご

かすり」を織
お

り始
はじ

めたところで
す。その後

ご

，新
しんいち

市・駅
えき

家
や

や府
ふ ち ゅ う し

中市などでも
織
お

られるようになり，多
おお

いときには２５０
もの工

こうじょう

場がありました。しかし，今
いま

では
工
こうじょう

場は数
かぞ

えるほどになり，大
おお

きな工
こうじょう

場から
送
おく

られてくる糸
いと

をそめ，機
き

械
かい

で製
せいひん

品をおっ
ています。近

ちか

ごろでは，デニム（ジーンズ
の布

ぬの

）などの新
あたら

しい織
おりもの

物もさかんになって
います。

〔デニムができるまで〕

〔デニム製
せいひん

品を検
けん

査
さ

しているところ〕

わた（外
がいこく
国から）

　↓
ぼうせき（糸

いと
にする）

　↓
ねんし（糸

いと
を２本

ほん
いじょうあわせてより

　↓　　をかける）
染
せんしょく
色（糸

いと
をそめる）

　↓
織

しょく
布
ふ
（布

ぬの
におる）

　↓
デニム製

せいひん
品　

－ 73 －－ 72 －

福
ふくやま

山のおもな工
こうじょう

場【統
とうけい

計ふくやま 2016 年
ねんばん

版】

家
か ぐ

具・木
もくせいひん

製品 （ 8 1 ）

食
しょく

料
りょう

品
ひん

（ 1 0 2 ）

き ん ぞ く （ 2 1 8 ）

せ ん い （ 1 9 6 ）

機
き

械
かい

（ 4 0 1 ）

一
ひと

つの絵
え

は２０工
こうじょう

場

　みんなが住
す

んでいる

近
ちか

くには，どんなしゅ

るいの工
こうじょう

場があるか調
しら

べたり，そこで働
はたら

いて

いる人
ひと

に話
はなし

を聞
き

いたり

してみよう！
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人
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 （２）木
もくざい

材・木
もく

製
せいひん

品工
こう

場
じょう

　　　松
まつなが

永湾
わん

には，大
おお

きな木
もくざい

材がたくさんうかんでいる貯
ちょ

木
ぼく

場
じょう

があります。それらの木
もくざい

材
のほとんどは，アメリカ，ニュージーランド，カナダなど，外

がいこく

国から船
ふね

で運
はこ

ばれて
きています。松

まつなが

永湾
わん

のまわりには，これらの木
もくざい

材をあつかう工
こうじょう

場が集
あつ

まっています。
松
まつなが

永は昔
むかし

から，木
き

を使
つか

った製
せいひん

品をつくっていたところです。
　　　今

いま

から３５０年
ねん

ほど前
まえ

，松
まつなが

永の砂
すなはま

浜を利
り

用
よう

した塩
えんでん

田がつくられ，塩
しおづく

作りがはじまり
ました。たくさんの塩

しお

を船
ふね

で北
ほくりく

陸や山
さんいん

陰地
ち

方
ほう

などへ運
はこ

んで売
う

るようになり，１３０年
ねん

ほど前
まえ

からは，塩
しお

をおろした船
ふね

に，下
げ た

駄の材
ざいりょう

料になる木
もくざい

材をつんで帰
かえ

るようになりま
した。ここから松

まつなが

永は，下
げ た

駄作
づく

りで全
ぜんこくてき

国的に有
ゆうめい

名になりました。今
いま

の松
まつなが

永では，塩
しお

は
作
つく

られていません。塩
えんでん

田だったところは住
じゅう

宅
た く ち

地になっています。下
げ た

駄も昔
むかし

ほど，はく
人
ひと

がいなくなり，作
つく

る数
かず

が減
へ

っています。
　　　しかし，木

き

をあつかう技
ぎ

術
じゅつ

をいかした工
こうじょう

場は，今
いま

でも少
すく

なくありません。木
き

の皮
かわ

をはがして丸
まる

太
た

にする工
こうじょう

場や，板
いた

や柱
はしら

をつくる工
こうじょう

場があります。松
まつなが

永湾
わん

にうかぶたく
さんの木

もくざい

材は，ほとんどが家
いえ

を建
た

てるための材
ざいりょう

料（建
けんざい

材）に使
つか

われています。丸
まる

太
た

や
建
けんざい

材は大
おお

きなトラックで福
ふくやま

山市
し

内
ない

・市
し

外
がい

に運
はこ

ばれています。

〔外
がいこく

国から木
もくざい

材を運
はこ

んできた船
ふね

〕

〔かんそう〕

〔貯
ちょ

木
ぼく

場
じょう

〕

〔製
せいざい

材〕

－ 74 －



 （３）鉄
てつ

をつくる工
こう

場
じょう

　ここは，JFE スチール（株）西
に し に ほ ん

日本製
せいてつしょ

鉄所（福
ふく

山
やま

地
ち

区
く

）といって，
鉄
てつ

をつくっている工
こうじょう

場です。岡
おかやまけん

山県倉
くら

敷
しき

市
し

にも同
おな

じ名
な

前
まえ

の工
こうじょう

場が
あって，二

ふた

つの工
こうじょう

場で生
せいさん

産される鉄
てつ

の量
りょう

は，世
せ

界
かい

最
さい

大
だい

級
きゅう

です。ここ
で働

はたら

く人
ひと

の数
かず

は，関
かんけい

係・協
きょうりょく

力会
がいしゃ

社の人
ひと

たちも入
い

れると１万
まん

５千
せんにん

人
になります。　

　製
せいてつしょ

鉄所のある所
ところ

は，昔
むかし

は海
うみ

でしたが，１９６２年
ねん

（昭
しょうわ

和３７年
ねん

）からうめたてが
始
はじ

まり，１９６５年
ねん

（昭
しょうわ

和４０年
ねん

）から鉄
てつ

をつくり始
はじ

めています。うめたてた広
ひろ

さは，
東
とうきょう

京ドームがおよそ３００入
はい

る大
おお

きさです。
　鉄

てつ

をつくる原
げんりょう

料の鉄
てっ

鉱
こうせき

石や石
せきたん

炭は，すべて外
がいこく

国から運
はこ

ばれています。石
せっかい

灰石
せき

は，
岡
おかやまけん

山県・大
おおいたけん

分県などから運
はこ

ばれてきます。工
こうじょう

場では，自
じ

動
どう

車
しゃ

や船
ふね

・ビルなどに使
つか

わ
れる鉄

てつ

の板
いた

やパイプ，新
しん

幹
かんせん

線のレールなどをつくり，国
こくない

内や外
がい

国
こく

に運
はこ

ばれていきます。
　原

げんりょう

料や製
せいひん

品のほとんどは，大
おおがた

型船
せん

が自
じ ゆ う

由に出
で い

入りできる専
せんよう

用の港
みなと

から運
はこ

ばれてい
ます。
　工

こうじょう

場では，空
くう

気
き

や海
うみ

をよごさないように，環
かんきょう

境を守
まも

るためのせつびもととのえて
います。

－ 75 －－ 74 －

原
げんりょう

料のおもな仕
し い

入れ先
さ き

　福
ふくやま

山で一
いちばん

番大
おお

きい工
こうじょう

場で働
はたら

く

お兄
にい

さんに話
はなし

を聞
き

いてきたよ。
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【鉄
てつ

ができるまで】

〔鉄
てつ

のパイプなどをつくる〕

〔鉄
てつ

の板
いた

をつくる〕
〔鋼

はがね

ができる〕

〔鉄
てっ

鉱
こうせき

石からとかして鉄
てつ

 をとりだす〕

〔原
げんりょう

料がつく〕〔鉄
てつ

を送
おく

りだす〕

－ 76 －

国こ
く

内な
い

や
外が

い

国こ
く

へ
送お

く

り
だ
す
港

み
な
と

鉄て
つ

の
板い

た

を
つ
く
る
と
こ
ろ

外が
い

国こ
く

か
ら
原げ

ん

料り
ょ
うが
つ
く
港

み
な
と

原げ
ん

料り
ょ
うを
お
い
て
お
く
と
こ
ろ

パ
イ
プ
を
つ
く
る
と
こ
ろ

鋼は
が
ね
を
つ
く
る
と
こ
ろ

鉄て
っ

鉱こ
う

石せ
き

を
と
か
す
炉ろ

引ひ

き
こ
み
線せ

ん

発は
つ

電で
ん

所し
ょ

橋は
し

製せ
い

品ひ
ん

そ
う
こ

笠
かさ

岡
おか

工
こう

場
じょう



ふるさと豆知識
　２０１０年

ねん
（平

へいせい
成２２年

ねん
）４月

がつ
に打

う
ち上

あ
げられたスペースシャトル「ディスカバリー」。そ

の船
せんない

内で，日
に

本
ほん

人
じん

宇
う

宙
ちゅう

飛
ひ

行
こう

士
し

の山
やまざき

崎直
なお

子
こ

さんによって，福
ふくやま

山琴
こと

が演
えん

奏
そう

されました。
　シャトルの限

かぎ
られたスペースに積

つ
めるように，通

つうじょう
常の５分

ぶん
の１ほ

どの長
なが

さ３５㎝，幅
はば

１３㎝のミニチュアサイズで作
つく

られた琴
こと

です。
小
ちい

さい頃
ころ

から琴
こと

を習
なら

っていた山
やまざき

崎さんは，「宇
う

宙
ちゅう

で琴
こと

を演
えん

奏
そう

してみた
い。」という夢

ゆめ
を，福

ふくやま
山琴

こと
によって実

じつげん
現したのです。

宇
う

宙
ちゅう

に響
ひび

いた福
ふくやま

山琴
こと

の音
ね

色
いろ

５　郷
きょうど

土の伝
でんとう

統工
こう

芸
げい

 （１）福
ふくやま

山琴
こと

　　　福
ふくやま

山琴
こと

は全
ぜんこく

国の琴
こと

の生
せいさんりょう

産量の約
やく

７０％を占
し

め，楽
が っ き

器として初
はじ

めて「伝
でんとうてき

統的工
こうげいひん

芸品」
に指

し

定
てい

されました。木
もく

目
め

や装
そうしょく

飾の美
うつく

しさが特
とくちょうてき

徴的で，音
ね

色
いろ

も優
すぐ

れ，手
て

作
づく

りの良
よ

さがあ
ふれる，福

ふくやま

山の代
だいひょうてき

表的な工
こうげいひん

芸品です。
　　　福

ふくやま

山での琴
こと

作
づく

りは，江
え ど

戸時
じ だ い

代の初
はじ

めご
ろから始

はじ

められました。江
え ど

戸時
じ だ い

代の終
お

わ
りには琴

こと

の名
めいしゅ

手「葛
くずはら

原勾
こう

当
とう

」があらわれ，
福
ふくやま

山の琴
こと

作
づく

りがさかんになり，製
せいさく

作技
ぎじゅつ

術
も高

たか

まっていきました。
　　　その後

ご

，１９７０年
ねんだい

代の終
お

わりごろに
なると，琴

こと

を買
か

う人
ひと

がへったり，琴
こと

作
づく

り
のあとをつぐ人

ひと

も少
すく

なくなったりしました。そのような中
なか

で，１９８５年
ねん

（昭
しょうわ

和６０
年
ねん

）には楽
が っ き

器としては初
はじ

めて「伝
でんとうてき

統的工
こうげいひん

芸品」にえらばれました。琴
こと

を演
えん

奏
そう

する人
ひと

が
ふえ，福

ふくやま

山の琴
こと

がさらに発
はってん

展するようにと，毎
まいとし

年，全
ぜんこく

国 小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

「箏
そう

曲
きょく

コンクール」
や「ふくやま琴

こと

まつり」がリーデンローズで開
かいさい

催されています。

〔切
き

り取
と

った材
ざいりょう

料を，１年
ねん

から３年
ねん

かけて天
てんねん

然乾
かんそう

燥させる〕

琴
こと

作
づく

りのようす

〔全
ぜんこく

国小
しょうちゅうがっこう

中 学 校箏
そう

曲
きょく

コンクール〕

〔乾
かんそう

燥した材
ざいりょう

料を，琴
こと

の形
かたち

に整
ととの

える〕

－ 77 －－ 76 －

　琴
こと

ができあがるまでに，ほかにどんな

仕
し

事
ごと

があるか調
しら

べてみよう！

自 

然
・
環 

境

産　
　
　

業

歴 

史
・
伝 

統

先　
　
　

人

今
・
未 

来



 （２）備
びん

後
ご

かすり
　　　備

びん

後
ご

かすりは，福
ふくおか

岡の久
く る め

留米かすり，愛
え

媛
ひめ

の伊
い

予
よ

かすり
とともに，日

に

本
ほん

三
さん

大
だい

がすりのひとつで，「広
ひろしまけん

島県指
し て い

定伝
でんとう

統
工
こうげいひん

芸品」にも登
とうろく

録されています。
　　　１８２８年

ねん

（文
ぶんせい

政１１年
ねん

）に芦
あ し だ ぐ ん

田郡有
あ り ま そ ん

磨村（現
げん

在
ざい

の福
ふく

山
やま

市
し

芦
あし

田
だ

町
ちょう

）に生
う

まれた富
とみ

田
た

久
きゅう

三
さぶ

郎
ろう

は，紺
こん

地
じ

に白
しろ

の模
も

様
よう

を
入
い

れるため，木
も

綿
めん

の糸
いと

の一
いち

部
ぶ

を糸
いと

でしばって染
そ

め，木
も

綿
めん

の
「井

い

桁
げた

かすり」を作
つく

ることに成
せいこう

功しました。肌
はだざわ

触りがよく，
汗
あせ

をよく吸
す

い，じょうぶで長
なが

持
も

ちするこのかすりは，「備
びん

後
ご

かすり」と名
な

づけられ，“着
き

物
もの

”や“作
さ

業
ぎょう

着
ぎ

”などに広
ひろ

く
愛
あいよう

用され，全
ぜんこく

国で売
う

られるようになりました。
　　　１８７７年

ねん

（明
めい

治
じ

１０年
ねん

）ごろには，新
しんいちちょう

市町や芦
あし

田
だ

町
ちょう

で
ますますさかんに作

つく

られるようになり，備
びん

後
ご

地
ち

方
ほう

の特
とく

産
さんひん

品
となりました。１９５９年

ねん

（昭
しょう

和
わ

３４年
ねん

）ごろには全
ぜんこく

国の
かすり生

せいさんりょう

産量の約
やく

７０％を備
びん

後
ご

かすりが占
し

めるまでになり
ました。

　　　備
びん

後
ご

かすりは，完
かんせい

成までに２０以
い

上
じょう

の作
さ

業
ぎょう

があります。
特
とくちょうてき

徴的な色
いろ

や模
も

様
よう

を出
だ

すには，木
も

綿
めん

糸
いと

を束
たば

ねたものを，何
なん

か所
しょ

も糸
いと

でくくった状
じょうたい

態で藍
あい

染
ぞめ

をしま
す。そうすることによって，くくった
部
ぶ

分
ぶん

が藍
あい

色
いろ

に染
そ

まらず白
しろ

いままで残
のこ

り
ます。その糸

いと

の白
しろ

い部
ぶ

分
ぶん

を組
く

み合
あ

わせ
ることで，さまざまな模

も

様
よう

を生
う

み出
だ

す
ことができるのです。

　　　昔
むかし

は，それらのすべての工
こうてい

程を職
しょくにん

人
たちの手

て

作
さ

業
ぎょう

で行
おこな

っていましたが，
現
げんざい

在は機
き

械
かい

による生
せいさん

産がほとんどです。
　　　今

いま

では，生
せいさん

産は少
すく

なくなりましたが，
「備

びん

後
ご

かすり」に愛
あいちゃく

着を持
も

つ人
ひと

も多
おお

く，備
びん

後
ご

かすりの伝
でんとう

統を未
み

来
らい

へ伝
つた

えていくために，
かすりを使

つか

った新
あたら

しい商
しょうひん

品の開
かいはつ

発を行
おこな

ったり，販
はんばいかい

売会を行
おこな

ったりして，多
おお

くの人
ひと

に備
びん

後
ご

かすりを知
し

ってもらい，活
かつよう

用してもらう活
かつどう

動が行
おこな

われています。新
しんいちちょう

市町にある「し
んいち歴

れ き し

史民
みんぞく

俗博
はくぶつかん

物館」では，備
びん

後
ご

かすりの歴
れき

史
し

が紹
しょう

介
かい

されたり，藍
あい

染
ぞめ

の体
たいけん

験ができ
たりするなど，地

ち

域
いき

の伝
でんとう

統工
こうげい

芸を受
う

け継
つ

いでいくための取
とりくみ

組が行
おこな

われています。

〔備
びん

後
ご

かすり〕

〔備
びん

後
ご

かすりのもよう〕

富
とみ

田
た

久
きゅう

三
さぶ

郎
ろう

－ 78 －

　２０以
い

上
じょう

の作
さ

業
ぎょう

って，どんなこ

とをしているのかな？



 （３）下
げ た

駄

　　　松
まつながちょう

永町では，昔
むかし

から下
げ た

駄づくりが行
おこな

われてきまし
た。今

いま

では，松
まつなが

永は「はきもののまち」と呼
よ

ばれてい
ます。

　　　明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

，松
まつなが

永の下
げ た や

駄屋の丸
まるやま

山茂
も

助
すけ

は，桐
きり

に似
に

た安
やす

い「アブラギ」という木
もくざい

材を使
つか

って下
げ た

駄を作
つく

りました。
この下

げ た

駄は，安
やす

くて丈
じょう

夫
ぶ

であったため，やがて全
ぜんこく

国に
広
ひろ

まりました。
　　　１９０７年

ねん

（明
めい

治
じ

４０年
ねん

）頃
ごろ

には，全
ぜんこく

国に先
さき

がけて
下
げ た

駄製
せいぞう

造の機
き

械
かい

化
か

が行
おこな

われ，大
たいりょうせいさん

量生産ができるように
なりました。こうして，松

まつなが

永は「下
げ た

駄のまち」として
大
おお

きく発
はってん

展しました。
　　　最

さいきん

近では，高
こうきゅう

級な下
げ た

駄が人
にん

気
き

で，特
とく

に夏
なつ

は祭
さ い じ よ う

事用
として若

わか

い人
ひと

にも好
こうひょう

評です。また，下
げ た

駄は健
けんこう

康に良
よ

い
履
はきもの

物として見
み

直
なお

され，贈
おく

り物
もの

としても人
にん

気
き

になってい
ます。現

げんざい

在も全
ぜんこく

国の５０％にあたる年
ねんかん

間８０万
まんそく

足の
下
げ た

駄が生
せいさん

産されています。
　　　松

まつなが

永の下
げ た

駄は，１９３９年
ねん

（昭
しょう

和
わ

１４年
ねん

）にすべての作
さ

業
ぎょう

を機
き

械
かい

化
か

しました。その
時
とき

から現
げんざい

在まで，同
おな

じ方
ほうほう

法で作
つく

られています。

広
ひろしまけん

島県はきもの協
きょうどう

同組
くみあい

合の人
ひと

の話
はなし

松
まつなが

永の下
げ た

駄

丸
まるやま

山茂
も す け

助

〔機
き

械
かい

を使
つか

って下
げ た

駄の形
かたち

に切
き

り分
わ

ける〕

下
げ た

駄作
づく

りのようす

〔表
ひょうめん

面をみがいてきれいにする〕

〔ゲタリンピック〕

－ 79 －－ 78 －

　下
げ た

駄ができ

あ が る ま で

に，ほかにど

んな仕
し

事
ごと

があ

るのか調
しら

べて

みよう！

　下
げ た

駄には木
き

のあたたかさや温
ぬく

もりがあります。製
せいぞう

造

方
ほうほう

法は昔
むかし

から変
か

わっていません。松
まつなが

永下
げ た

駄の伝
でんとう

統と心
こころ

は製
せいぞうしゃ

造者によって，守
まも

られています。毎
まいとし

年秋
あき

に開
かいさい

催され

ている，ゲタリンピックも，大
たいへん

変盛
も

り上
あ

がっています。

自 

然
・
環 

境

産　
　
　

業

歴 

史
・
伝 

統

先　
　
　

人

今
・
未 

来



 （４）備
びん

後
ご

表
おもて

　

　　　備
びん

後
ご

表
おもて

は，古
ふる

くから作
つく

られ続
つづ

けている，上
じょうしつ

質
のいぐさを使

つか

った畳
たたみおもて

表です。年
ねんげつ

月が経
た

つにつれて
黄
こ が ね い ろ

金色に変
か

わり，より艶
つや

が出
で

てくるそうです。
　　　 備

びん

後
ご

表
おもて

は， 室
むろまち

町 時
じ

代
だい

の 終
お

わ り に， 現
げんざい

在 の
沼
ぬまくまちょう

隈町でいぐさを栽
さいばい

培して織
お

ったのが始
はじ

まりで
す。生

せいさん

産には難
むずか

しい技
ぎじゅつ

術が必
ひつよう

要だったのですが，
今
いま

から４００年
ねん

ほど前
まえ

，沼
ぬまくまぐん

隈郡山
さ ん な そ ん

南村（現
げんざい

在の福
ふく

山
やま

市
し

沼
ぬま

隈
くま

町
ちょう

山
さん

南
な

）の菅
すげ

野
だ

に住
す

む長
は

谷
せ

川
がわ

新
しん

右
え も ん

衛門が研
けんきゅう

究を重
かさ

ね，畳
たたみおもて

表の中
ちゅうおう

央で短
みじか

いい
ぐさをつなぐ「中

なか

つぎ表
おもて

」を発
はつめい

明しました。これによって，畳
たたみおもて

表の生
せいさんりょう

産量はたいへん
増
ふ

えました。この畳
たたみおもて

表は，「備
びん

後
ご

表
おもて

」として，備
びん

後
ご

の国
くに

の特
とくさんぶつ

産物となっていきました。
　　　しかし，現

げんざい

在では備
びん

後
ご

地
ち

方
ほう

のいぐさの生
せいさんりょう

産量が減
げんしょう

少しているため，熊
くまもとけん

本県など他
た

県
けん

のいぐさを使
つか

って生
せいさん

産している備
びん

後
ご

表
おもて

もあります。この熊
くまもとけん

本県
のいぐさは，多

おお

くの備
びん

後
ご

のいぐさの栽
さいばいしゃ

培者が，方
ほうほう

法を教
おし

えたこ
とから始

はじ

まっています。
　いぐさは，１２月

がつ

から６月
がつ

にかけて栽
さいばい

培され，７月
がつ

には刈
か

り
取
と

りを行
おこな

います。そして，その後
ご

「泥
どろ

染
ぞ

め」を行
おこな

います。この
泥
どろ

染
ぞ

めによって，畳
たたみおもて

表独
どくとく

特の優
ゆう

雅
が

な香
かお

りになり，また色
いろ

合
あ

いも
美
うつく

しくなります。次
つぎ

に，いぐさを均
きんいつ

一に乾
かんそう

燥させ，熟
じゅくれん

練された
技
ぎ

術
じゅつ

によって畳
たたみおもて

表が織
お

られます。
　現

げんざい

在，いぐさ 製
せいひん

品工
こう

芸
げい

士
し

は３人
にん

だけですが，「畳
たたみ

が減
へ

る中
なか

で，
少
すこ

しでもいぐさの良
よ

さを感
かん

じて欲
ほ

しい。」との思
おも

いをもって，備
びん

後
ご

いぐさを使
つか

った製
せいひん

品を未
み

来
らい

へ伝
つた

えるための活
かつどう

動を行
おこな

っています。

　いぐさに携
たずさ

わって５０年
ねん

になりますが，いぐさ 栽
さいばい

培は，“毎
まいとし

年１年
ねんせい

生である”と言
い

われるくらい難
むずか

しいです。気
き お ん さ

温差や水
みず

の管
かん

理
り

，肥
ひ

料
りょう

の量
りょう

，刈
かり

取
と

りの時
じ き

期などとても気
き

を使
つか

う作
さくもつ

物です。“てん”と呼
よ

ばれる赤
あか

い斑
はんてん

点がでれば，いぐさの価
か ち

値は下
さ

がってし
まいます。
　作

さ

業
ぎょう

は，寒
さむ

い時
じ き

期に植
う

えて，暑
あつ

い時
じ き

期に刈
かり

取
と

るため大
たいへん

変ですが，刈
かり

取
と

りが終
おわ

った時
とき

は，ほっとします。今
いま

，いぐさの生
せいさんりょう

産量は減
へ

っていますが，「備
びん

後
ご

表
おもて

」の品
ひんしつ

質は多
おお

く
の人

ひと

に認
みと

められています。日
に

本
ほん

を代
だいひょう

表する文
ぶん

化
か

の一
ひと

つである，黄
おう

金
ごん

色
いろ

に輝
かがや

く備
びん

後
ご

表
おもて

を
ぜひ，若

わか

い世
せ

代
だい

に伝
つた

えていきたいと思
おも

っています。

〔いぐさ〕

〔備
び ん ご

後表
おもて

〕

〔いぐさ生
せいさんしゃ

産者組
くみあい

合連
れんらく

絡 協
きょう

議
ぎ

会
かい

の人
ひと

の話
はなし

〕

－ 80 －



 （５）福
ふく

山
やま

市
し

以
い

外
がい

での伝
でんとうてき

統的な工
こうぎょう

業　「熊
くま

野
の

町
ちょう

の筆
ふで

」

　　　熊
くま

野
の

町
ちょう

は，１６０年
ねん

以
い

上
じょう

の長
なが

い歴
れき

史
し

のある筆
ふで

作
づく

りの町
まち

です。江
え ど

戸時
じ

代
だい

の終
お

わりごろ，有
あり

馬
ま

（現
げん

在
ざい

の兵
ひょうごけん

庫県）
や奈

な ら

良で筆
ふで

作
づく

りを学
まな

んだ人
ひと

たちによ
り筆

ふで

作
づく

りが始
はじ

まりました。　　
　　　明

めい

治
じ

時
じ

代
だい

に入
はい

り，学
がっこう

校ができると，
筆
ふで

がより多
おお

く使
つか

われるようになり，
熊
くま

野
の

町
ちょう

では筆
ふで

作
づく

りがさかんになって
いきました。　

　　　熊
くま

野
の

町
ちょう

の人
ひと

たちは，さらに努
ど

力
りょく

し技
ぎ

術
じゅつ

を高
たか

め，質
しつ

の良
よ

い筆
ふで

を作
つく

るこ
とができたので，熊

くま

野
の

筆
ふで

として全
ぜんこく

国
に知

し

られるようになりました。今
いま

では１年
ねんかん

間（２００６年
ねん

（平
へいせい

成１８年
ねん

））に，約
やく

１０００万
まんぼん

本の毛
もうひつ

筆を作
つく

っています。これはお金
かね

になおすと，約
やく

４５億
おくえん

円になり，日
に

本
ほん

で作
つく

られる量
りょう

の８０％にもあたります。
　　　熊

くま

野
の

町
ちょう

には，１１６の筆
ふで

を作
つく

る会
かいしゃ

社があります。そこでは習
しゅう

字
じ

につかう毛
もうひつ

筆のほか
にも，絵

え

をかくための画
が

筆
ひつ

，化
け

粧
しょう

に使
つか

う化
け

粧
しょう

筆
ふで

などが作
つく

られています。これらの筆
ふで

は，
筆
ふで

司
し

とよばれる筆
ふで

作
づく

りの技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

によって，手
て

作
さ

業
ぎょう

による昔
むかし

から伝
つた

わった方
ほうほう

法でつく
られています。また，熊

くま

野
の

町
ちょう

には，１９名
めい

の伝
でんとう

統工
こう

芸
げい

士
し

に認
にんてい

定された筆
ふで

司
し

がいます。
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熊野町

福
山
市

　伝
でんとう

統工
こう

芸
げい

士
し

には，１２年
ねん

以
い

上
じょう

筆
ふで

作
づく

りをし

ていて，高
こう

度
ど

な伝
でんとうてき

統的技
ぎ

術
じゅつ

や技
ぎ

法
ほう

，必
ひつよう

要な知
ち

識
しき

を身
み

につけ，試
し

験
けん

に合
ごうかく

格した人
ひと

だけが認
にんてい

定

されるんだよ。
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　　　○　筆
ふで

の作
つく

り方
かた

　　　どのように筆
ふで

作
づく

りをしているのか工
こうじょう

場に見
けんがく

学に行
い

きました。

〔毛
け

ぐみ〕

〔火
ひ

のし・毛
け

もみ〕

〔のりがため〕

《毛
け ぐ

組み》
　筆

ふでさき

先にするための材
ざいりょう

料を選
えら

び，使
つか

う場
ば

所
しょ

によって長
なが

さや質
しつ

をそろえます。

《火
ひ

のし・毛
け

もみ》
　毛

け

に灰
はい

をまぶし，火
ひ

のしをあてシカ皮
がわ

に
まいてもむことで，毛

け

の油
あぶら

やよごれを取
と

り
のぞきます。

《すん切
ぎ

り》
　毛

け

の長
なが

さをそろえます。

《ねりまぜ》
　毛

け

をうすくのばし，おりかえしてまぜあ
わせます。

《糸
いと

じめ》
　ねもとをあさ糸

いと

でしめ，やきごてでやき，
しめつけます。

《のりがため》
　のりを，ほ首

くび

（筆
ふでさき

先の毛
け

の部
ぶ ぶ ん

分）にふく
ませ，糸

いと

でのりを取
と

り形
かたち

を整
ととの

えます。
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　「のりがため」に挑
ちょうせん

戦してみ

たら，糸
いと

を巻
ま

きつけ，のりを取
と

るときの力
ちから

の入
い

れ方
かた

が難
むずか

しかっ

たよ。何
なん

年
ねん

くらい修
しゅぎょう

行すれば，

職
しょくにん

人さんのように上
じょう

手
ず

にでき

るようになるのかな？



　　　○　原
げんりょう

料はどこから
　　　筆

ふで

の原
げんりょう

料になる毛
け

や竹
たけ

は，どこからくる
のか調

しら

べました。ほ首
くび

には，ヤギ，ウマ，
タヌキ，シカ，イタチなどの毛

け

をつかいま
す。これらの毛

け

は，主
おも

に中
ちゅうごく

国やカナダなど
の物

もの

をつかいます。また，じくになる竹
たけ

は，
岡
おかやまけん

山県，島
しま

根
ね

県
けん

，兵
ひょう

庫
ご

県
けん

や韓
かん

国
こく

，中
ちゅうごく

国など
から送

おく

られてきます。
　　　○　製

せいひん

品はどこへ
　　　できた筆

ふで

はどこへ行
い

くのか調
しら

べてみまし
た。一

いっ

本
ぽん

一
いっぽん

本ていねいにつくられた筆
ふで

は，
会
かいしゃ

社（問
とん

屋
や

）に集
あつ

められ，種
しゅるい

類ごとに分
わ

け
られます。それぞれの会

かいしゃ

社（問
とん

屋
や

）は，注
ちゅう

文
もん

によって全
ぜんこく

国の筆
ふで

問
ど ん や

屋や文
ぶ ん ぼ う ぐ

房具のおろし
売
う

り店
てん

などへ筆
ふで

を送
おく

ります。また，工
こう

場
じょう

直
ちょく

営
えい

のお店
みせ

で売
う

ったり，個
こ

人
じん

の注
ちゅう

文
もん

によっ
ても売

う

ったりします。送
おく

るときは，一
いっぽん

本ず
つキャップをはめ，はこに入

い

れ，筆
ふで

がいた
まないように気

き

をつけています。こうして，
筆
ふで

は，東
とう

京
きょう

都
と

，大
おお

阪
さか

府
ふ

，奈
な

良
ら

県
けん

など全
ぜんこく

国に
送
おく

られていきます。

〔筆
ふで

の原
げんりょう

料となる毛
け

〕

〔店
みせ

に並べられた筆
ふで

〕
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筆
ふで

を作
つく

っている人
ひと

のお話
はなし

　筆
ふで

作
づく

りは，長
ながねん

年の経
けいけん

験や細
こま

かな技
ぎ

術
じゅつ

が必
ひつよう

要です。特
とく

にむずかしいのは毛
け ぐ

組みです。注
ちゅう

文
もん

された筆
ふで

を頭
あたま

に思
おも

いうかべ，筆
ふでさき

先の場
ば

所
しょ

によって材
ざいりょう

料を選
えら

び，長
なが

さや質
しつ

の違
ちが

う毛
け

を組
く

み合
あ

わ

せる大
たいへん

変細
こま

かな作
さ

業
ぎょう

です。材
ざいりょう

料の毛
け

を確
かくじつ

実に見
み わ

分けられるようになるには，数
すうじゅうねん

十年の経
けいけん

験が

必
ひつよう

要です。材
ざいりょう

料の毛
け

に含
ふく

まれる油
あぶら

やよごれを取
と

りのぞくための，火
ひ

のし・毛
け

もみの作
さ

業
ぎょう

も

大
たいせつ

切です。毛
け

を切
き

りそろえ，もみがらの灰
はい

をまぶし，熱
あつ

くした火
ひ

のしを当
あ

てます。火
ひ

のしを

当
あ

てる時
じ

間
かん

や温
おん

度
ど

は，毛
け

の種
しゅるい

類によって微
び

妙
みょう

に変
か

えなければなりません。熱
あつ

いうちに毛
け

をす

ばやくシカ皮
がわ

にまき，毛
け

をおらないように注
ちゅう

意
い

しながらていねいにもみこみます。注
ちゅう

意
い

と根
こん

気
き

のいる作
さ

業
ぎょう

です。このように筆
ふで

作
づく

りは大
たいへん

変な作
さ

業
ぎょう

ですが，よい筆
ふで

ができあがり，お客
きゃく

さん

がよろこんでくださったときには，とてもうれしく思
おも

います。筆
ふで

作
づく

りは，すべてが手
て

作
さ

業
ぎょう

で

高
たか

い技
ぎ

術
じゅつ

が必
ひつよう

要なので，一
いちにんまえ

人前になるには長
なが

い経
けいけん

験が必
ひつよう

要です。これからもみんなによろこ

ばれるよい筆
ふで

を作
つく

っていきたいと思
おも

います。
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　　　○　画
が

筆
ひつ

，化
け

粧
しょう

筆
ふで

　　　画
が

筆
ひつ

は一
いちねんかん

年間に約
やく

１２００万
まんぼん

本（２００６年
ねん

（平
へいせい

成１８年
ねん

）），お金
かね

になおすとおよ
そ２５億

おくえん

円にもなります。これは，日
に

本
ほん

で作
つく

られる量
りょう

のおよそ８５％にあたります。
作
つく

られた画
が

筆
ひつ

は，日
に

本
ほん

国
こくない

内のほかにも，北
きた

アメリカ，東
とうなん

南アジア，ヨーロッパの国
くにぐに

々
にも送

おく

られています。
　　　化

け

粧
しょう

筆
ふで

は一
いちねんかん

年間におよそ２８００万
まんぼん

本（２００６年
ねん

（平
へいせい

成１８年
ねん

）），お金
かね

になお
すとおよそ４０億

おくえん

円にもなります。これは，日
に

本
ほん

で作
つく

られる量
りょう

のおよそ９０％にあた
ります。できた化

け

粧
しょう

筆
ふで

は，画
が

筆
ひつ

と同
おな

じく，北
きた

アメリカなど外
がいこく

国にも送
おく

られます。
　　　このように，熊

くま

野
の

の筆
ふで

は，日
に

本
ほん

国
こくない

内だけではなく外
がいこく

国の人
ひとびと

々からも，その良
よ

さが認
みと

められ使
つか

われているのです。それは，古
ふる

くから伝
つた

わってきた熊
くま

野
の

筆
ふで

作
づく

りの技
ぎ

術
じゅつ

が画
が

筆
ひつ

や化
け

粧
しょう

筆
ふで

にも，生
い

かされているからです。

〔資
し

料
りょう

などをいただいたところ〕

「筆
ふで
の里

さと
工
こうぼう
房」

　　安
あ
芸
き
郡
ぐん
熊
くま
野
の
町

ちょう
中
なかみぞ
溝５丁

ちょうめ
目１７－１

　　０８２－８５５－３０１０

　　http：//www.fude.or.jp

「熊
くま
野
の
筆
ふで
事
じ
業

ぎょう
協

きょう
同
どう
組
くみ
合
あい
」

　　安
あ
芸
き
郡
ぐん
熊
くま
野
の
町

ちょう
中
なかみぞ
溝３丁

ちょうめ
目１３－１９

　　０８２－８５４－００７４

「熊
くま
野
の
町

ちょう
役
やく
場
ば
　企

き
画
かく
課
か
」

　　安
あ
芸
き
郡
ぐん
熊
くま
野
の
町
ちょう
３８１５－１

　　０８２－８２０－５６０２

〔画
が

筆
ひつ

〕 〔化
け

粧
しょう

筆
ふで

〕
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　みなさんの習
しゅう

字
じ

道
どう

具
ぐ

に入っ

ている筆
ふで

も，熊
くま

野
の

町
ちょう

で作
つく

られ

たものが多
おお

いと思
おも

うよ。



〔産
さ ん ぎ ょ う へ ん

業編〕知
し
っとる？
ふくやま

（１）歴
れきだい

代福
ふくやま

山藩
はんしゅ

主が奨
しょうれい

励して発
はってん

展した全
ぜんこく

国生
せいさんりょう

産量の約
やく

7 割
わり

を占
し 　 　

める楽
がっ

器
き

で，最
さいこうきゅう

高級の

桐
きりざい

材を使
つ か 　 　

って作
つく

られ，優
す ぐ 　 　

れた音
ね

色
いろ

，装
そうしょく

飾の華
か

麗
れい

さが特
とくちょう

徴の楽
がっ

器
き

は次
つぎ

のうちどれで

しょうか。� 〈第２回・３級〉

　　��①琴
こと

　　　　②琵
び わ

琶　　　　③尺
しゃくはち

八　　　　④三
し ゃ み せ ん

味線

（２）2008 年
ねん

（平
へいせい

成 20年
ねん

）7月
がつ

に洞
とう

爺
や

湖
こ

サミットが開
かいさい

催された際
さい

，福
ふくやまさん

山産のある果
くだもの

物

がプレス関
かんけいしゃ

係者にふるまわれました。世
せ

界
かい

的
てき

に名
な

をはせた福
ふくやまさん

山産の果
くだもの

物とは次
つぎ

の

うちどれでしょうか。� 〈第 2回・3級〉

　　��①本
ほんごう

郷の柿
かき

　　②沼
ぬまくま

隈のぶどう　　③神
かんなべ

辺の桃
もも

　　④川
かわぐち

口のいちじく

（３）主
おも

な産
さん

地
ち

は走
はしり

島
じま

周
しゅうへん

辺で，6月
がつ

から 12 月
がつ

にかけて漁
りょう

を行
おこな　

い，カタクチイワシの稚
ち

魚
ぎょ

を炊
た 　 　 　 　

きあげて素
す

早
ばや

く乾
かんそう

燥させた福
ふくやま

山の特
とく

産
さんひん

品と言
い 　 　

えば次
つぎ

のうちどれでしょう。

� 〈第 4回・3級〉

　　��①ちりめんシラス　　　②ちりめんイリコ　

　　��③ちりめんイワシ　　　④ちりめんサヨリ

（４）くわいは，田
た

んぼの（　　）といわれ，芽
め

が出
で 　

る姿
すがた

と芽
め

の鋭
するど　

さから縁
え ん ぎ も の

起物として

正
しょう

月
がつ

のおせち料
りょう

理
り

などに利
り

用
よう

されます。（　　）にあてはまるものは次
つぎ

のうちのど

れでしょう。� 〈第２回・２級〉

　　��①エメラルド　　②アメシスト　　③サファイア　　④ダイヤモンド

（５）ふくやまブランド農
のうさんぶつ

産物の愛
あいしょう

称は「ふくやまSUN」です。２０１０年
ねん

（平
へいせい

成２２

年
ねん

）に新
あら

たに認
にんてい

定された２４番
ばん

目
め

の農
のうさんぶつ

産物はどれでしょう。

� 〈第４回・１級〉

　　　　　①なすび　②かき　③生
なま

しいたけ　④かぼちゃ

解答は１３０ｐ
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